
ボランタリー団体成長支援事業 
 
１．目的 ボランタリー団体が自立的かつ安定的に活動できるようになるため

の取り組みを支援する。 
 
２．基⾦２１を活⽤した４事業の比較 

 負担⾦ 補助⾦ 奨励賞 成⻑⽀援 

資⾦交付先 特定非営利活

動法人、法人

格のない団

体、個人 

特定非営利活

動法人、法人

格のない団

体、個人 

特定非営利活

動法人、法人

格のない団

体、個人 

団体 

（法人格有無

や営利性を不

問） 

資⾦交付形態 補助金 補助金 賞金 請負代金 

資⾦交付期間 単年度 単年度 都度 単年度 

支援対象団体 なし なし なし 特定非営利活

動法人、法人

格のない団体 

【ポイント】 
●成長支援事業は、特定非営利活動法人等に限らず、会社や社団等に対しても

委託をすることができる。 

●成長支援事業は、資金を、補助金（負担金も含む）として交付するのではな

く、請負代金として交付することから、受託者は資金を弾力的に有効活用す

ることができる。 

●成長支援事業は、毎年度審査を行い、１年度ごとに資金を交付する（負担金、

補助金と同様）。 

 
３．これまでの実績 
年度 平成２５年度 平成２６年度 
事業名 発信力強化を軸とした、戦略的

ファンドレイジングの支援を目

的とする事業 

若者定着支援による団体

基盤強化および活性化促

進事業 

受託者 （株）ファンドレックス （特非）アクションポー

ト横浜 

事業実施期間 ６ヶ月 １２ヶ月 

支援対象団体数 １２団体 １９団体 

事業概要 広報発信力等の基本研修と個別

面談による支援 

集合研修と若者受入れ実

践による支援 

費用（消費税込） 3,600千円 7,298千円（※） 

 （※）受託者負担額（98千円）を含む。 

 
４．⽀援対象団体からの評価・感想（例） 
(25)応援者の層が厚くなりFacebookを立ち上げたところ、反応があった。 

(25)一緒に受講した団体から、ＩＴ分野の協力を得られるようになった。 

(26)大学のボランティア支援室との連携・交流が生まれた。 

(26)学生から、自主的に企画提案が出てくるようになった。 
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